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編小説 6 編と短編 2 編を対象に、そこに描かれた国内外のグローバルな事情を読み取り、彼がい
かにイギリスと諸外国との関係をとらえていたかを追究するものである。本論文は序章と結章を
のぞき 3 部 7 章からなり、構成は以下の通り。  
  
第 1 部 登場人物たちとヨーロッパ諸国及びイギリス植民地 
第 1 章 『狂乱の群れをはなれて』――バスシバの結婚とウェザベリ農場の行方 
第 2 章 『ラッパ隊長』と「憂鬱なドイツ軍軽騎兵」――外国兵たちの意味するもの 
第 3 章 『日陰者ジュード』――ジュードとスーの「事実婚」を中心として 
第 2 部 登場人物たちとイギリス 
第 4 章 「運命と青いマント」――インド高等文官とオズワルド 
第 5 章 『カスターブリッジの町長』――時代の変遷と町長の交代劇 
第 3 部 登場人物たちにおける「グレート・ブリテン島」的世界 
第 6 章 『帰郷』――クリムとユーテイシアのエグドン・ヒースへの回帰をめぐって 




析出ている。第 1 章は『狂乱の群れをはなれて』（Far from the Madding Crowd, 1874）をとり
あげ、舞台のウェザベリ (Weatherbury)の農場主バスシバ・エヴァディーン (Bathsheba 
Everdene)と、彼女を慕う羊飼いゲイブリエル・オウク(Gabriel Oak)、農場主ウイリアム・ボー




した『ラッパ隊長』(The Trumpet-Major, 1880)と「憂鬱なドイツ軍軽騎兵」(“The Melancholy 

















ているとしている。第 5 章は『カスターブリッジの町長』(The Mayor of Casterbridge, 1886)を
取りあげ、カスターブリッジにおけるヘンチャード（Michael Henchard）、ファーフレイ（Donald 








をどのように捉え作品に反映させていたか論述している。第 6 章は『帰郷』(The Return of the 
Native, 1878)の舞台エグドン(Egdon)村の有り方を、「グレート・ブリテン島」の歴史などに関係
づけながら論じた後、エグドン住民でパリ生活に憧れるユーステイシア・ヴァイ(Eustacia Vye)




ーバヴィル家のテス』(Tess of the d'Urbervilles, 1891)を対象に、テスを取り巻く社会的環境とそ
の人物像を「グレート・ブリテン島」との関わりから読みとっている。その後、テスと結婚した































































  以上により、審査委員会は本論文が博士（文学）の授与に値するものと認めた。 
